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一

明
治
後
期
に
お
け
る
佐
佐
木
高
行
と
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
構
想

国
　
　
分
　
　
航
　
　
士

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
佐
佐
木
高
行
の
「
日
記
」
を
手
掛
か
り
に
、
明
治
後
期
に
佐
佐
木
が
提
起
し
た
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
構
想
を
考
察
す

る
。
具
体
的
に
は
、
明
治
三
〇
年
代
の
佐
佐
木
の
「
日
記
」（
以
後
、
鉤
括
弧
を
略
す
）
に
記
さ
れ
た
皇
室
典
範
改
正
案
に
つ
い
て
、

関
連
す
る
事
柄
を
踏
ま
え
つ
つ
、
紹
介
を
行
う
。

当
該
期
の
佐
佐
木
の
日
記
に
つ
い
て
は
、「
明
治
天
皇
紀
」
の
編
修
に
関
与
し
た
渡
辺
幾
治
郎
と
深
谷
博
治
の
旧
蔵
写
本
（
早
稲
田

大
学
所
蔵
）
が
『
佐
佐
木
高
行
日
記
―
か
ざ
し
の
桜
―
』
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
佐
佐
木
の
皇
室
典
範
改
正
案
は
、『
佐
佐

木
高
行
日
記
』
の
解
題
で
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
事
柄
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
西
川
誠
は
、「
明
治
天
皇
と
血
統
の
点
で
遠
い
、
し
か
も
猶
子
な
ど
で
近
さ
を
擬
製
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
皇
族
が
増

加
」
す
る
な
か
、
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
、
佐
佐
木
が
、「
内
親
王
を
皇
族
に
降
嫁
さ
せ
て
皇
族
と
の
血
の
近
さ
を
強
め
る
べ
き
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二

で
あ
る
と
い
う
覚
書
」
を
、
皇
室
典
範
改
正
案
を
付
け
て
徳
大
寺
実
則
侍
従
長
に
提
出
し
た
と
紹
介
し
て
い
る
。
皇
室
典
範
（
旧
皇
室

典
範
）
の
成
立
に
よ
っ
て
、
皇
族
の
養
子
は
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
（
第
四
二
条
）。
そ
う
し
た
な
か
、
皇
族
た
ち
は
、
天
皇
と
の
関

係
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

た
だ
し
、
西
川
は
、
皇
室
典
範
改
正
案
の
内
容
を
簡
潔
に
言
及
し
た
に
留
ま
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
所
蔵
分
の
写

本
を
翻
刻
し
た
『
佐
佐
木
高
行
日
記
』
は
、
明
治
三
四
年
分
を
欠
い
て
お
り
、
佐
佐
木
が
皇
室
典
範
改
正
案
を
作
成
し
た
経
緯
な
ど

が
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
写
本
の
作
成
経
緯
な
ど
も
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
一
方
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
に
宮
内
公
文
書
館
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
、
同
館
所
蔵
の
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、「
明
治
天
皇
紀
」
の
編
修
を
行
っ
た
臨
時
帝
室
編
修
局
な
ど
に
関
係
す
る
文
書
群
に
含
ま
れ
る
佐
佐
木
の

日
記
も
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
明
治
三
四
年
分
な
ど
の
『
佐
佐
木
高
行
日
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
範
囲
の
日
記
も
確
認
可

能
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
史
料
状
況
の
変
化
を
受
け
、
各
所
蔵
機
関
に
現
存
す
る
佐
佐
木
の
日
記
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
伸
郎
が
考
察
を

行
っ
て
お
り
、
日
記
の
作
成
経
緯
や
所
蔵
状
況
な
ど
の
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
齋
藤
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
宮
内
公
文
書
館
所

蔵
の
佐
佐
木
の
日
記
の
う
ち
、
本
稿
が
用
い
る
時
期
の
日
記
が
含
ま
れ
る
も
の
は
、
大
き
く
二
系
統
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
津

田
茂
麿
の
自
筆
写
本
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
一
四
冊
、「
⑱
宮
内
十
四
冊
本
」）、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
謄
写
し
た
「
佐
々
木
高
行
日
記

抄
」
の
三
七
分
冊
以
降
（
一
四
冊
、「
⑰
宮
内
五
十
冊
本 

」）
が
該
当
す
る
。

さ
ら
に
、
佐
佐
木
の
皇
室
典
範
改
正
案
は
、
佐
佐
木
の
日
記
の
記
述
の
み
な
ら
ず
、「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」（
同
文
書
を
臨
時

帝
室
編
修
局
が
採
録
し
た
「
内
大
臣
府
文
書
」）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
臨
時
帝
室
編
修
局
の
作
成
し
た
写
し
に
依
拠
す
る
と
い
う

課
題
は
あ
る
も
の
の
、
同
案
は
、
明
治
三
五
年
一
月
に
佐
佐
木
が
徳
大
寺
実
則
に
提
出
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
佐
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三

佐
木
の
日
記
の
記
述
と
合
致
す
る
。

佐
佐
木
の
皇
室
典
範
改
正
案
の
影
響
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
実
際
に
、
明
治
天
皇
の
皇
女
の
う
ち
、
成
人
し
た
四

人
の
婚
姻
相
手
は
、
全
て
男
性
皇
族
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
昌
子
内
親
王
（
常
宮
）
は
竹
田
宮
恒
久
王
、
房
子
内
親
王
（
周
宮
）

は
北
白
川
宮
成
久
王
、
允
子
内
親
王
（
富
美
宮
）
は
朝
香
宮
鳩
彦
王
、
聡
子
内
親
王
（
泰
宮
）
は
東
久
邇
宮
稔
彦
王
と
そ
れ
ぞ
れ
婚

姻
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
佐
佐
木
は
、
昌
子
内
親
王
と
房
子
内
親
王
の
養
育
主
任
を
務
め
て
い
た
。

明
治
天
皇
の
皇
子
の
う
ち
、
唯
一
成
人
し
た
皇
太
子
（
嘉
仁
親
王
（
明
宮
）、
大
正
天
皇
）
は
、
明
治
三
三
年
五
月
、
九
条
節
子

（
貞
明
皇
后
）
と
婚
姻
し
た
。
二
人
の
間
に
は
、
明
治
三
四
年
、
裕
仁
親
王
（
迪
宮
、
昭
和
天
皇
）
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
雍
仁
親

王
（
淳
宮
、
秩
父
宮
）、
宣
仁
親
王
（
光
宮
、
高
松
宮
）、
崇
仁
親
王
（
澄
宮
、
三
笠
宮
）
が
誕
生
し
、
大
正
天
皇
の
皇
子
は
全
員
が

成
人
を
迎
え
た
。

佐
佐
木
の
皇
室
典
範
改
正
案
は
、
男
系
男
子
に
よ
る
皇
位
継
承
の
あ
り
方
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
男
性

皇
族
と
女
性
皇
族
（
特
に
天
皇
の
皇
女
）
と
の
婚
姻
を
前
提
に
、
天
皇
と
の
女
系
も
含
め
た
血
縁
の
親
疎
を
皇
位
継
承
順
位
の
基
準

に
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
明
治
天
皇
の
皇
孫
と
し
て
裕
仁
親
王
が
誕
生
し
て
い
た
と
は
言

え
、
こ
の
時
点
で
は
、
明
治
天
皇
の
男
系
男
子
の
系
統
が
途
絶
え
る
こ
と
へ
の
危
惧
が
強
か
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

佐
佐
木
の
日
記
の
記
述
を
踏
ま
え
る
と
、
明
治
天
皇
の
皇
女
の
婚
姻
に
つ
い
て
、
そ
の
進
展
を
求
め
る
と
と
も
に
、
特
に
男
性
皇

族
と
の
婚
姻
に
積
極
的
な
意
義
を
見
出
し
た
い
と
い
う
佐
佐
木
の
意
図
を
指
摘
で
き
る
。
当
該
期
、
皇
太
子
妃
の
選
定
が
問
題
と
な
っ

て
い
た
。
当
初
、
内
定
し
て
い
た
伏
見
宮
家
の
禎
子
女
王
が
健
康
上
の
理
由
か
ら
内
約
を
破
棄
さ
れ
、
旧
五
摂
家
出
身
の
九
条
節
子

が
皇
太
子
妃
に
内
定
し
た
。
九
条
家
に
内
約
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
明
治
三
二
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
前
述
の
通
り
、
皇

太
子
と
九
条
節
子
は
婚
姻
し
た
。
こ
の
一
連
の
動
き
の
な
か
で
、
浅
見
雅
男
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
佐
佐
木
は
、
将
来
の
皇
后
と
な
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四

る
べ
き
皇
太
子
妃
は
皇
族
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
。

ま
た
、
佐
佐
木
高
行
の
皇
室
典
範
改
正
案
は
、
こ
う
し
た
明
治
後
期
の
皇
族
の
婚
姻
を
め
ぐ
る
問
題
に
加
え
て
、
同
時
代
の
皇
室

制
度
改
革
の
流
れ
と
も
関
わ
り
を
有
す
る
。
明
治
三
二
年
八
月
に
帝
室
制
度
調
査
局
が
設
置
さ
れ
、
皇
室
制
度
の
再
整
備
が
始
ま
り
、

即
位
、
皇
族
令
、
財
産
、
民
事
訴
訟
、
婚
儀
葬
祭
な
ど
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
明
治
三
七
年
一
〇
月
に
は
帝
室
制
度
調

査
局
が
作
成
し
た
皇
室
典
範
増
補
案
が
上
奏
さ
れ
、
明
治
四
〇
年
二
月
に
は
皇
室
典
範
増
補
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
皇
室
典
範

増
補
に
よ
っ
て
、
王
の
臣
籍
降
下
（
皇
籍
離
脱
）
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
佐
佐
木
の
皇
室
典
範
改
正
案
は
、
明
治
四
〇
年

の
皇
室
典
範
増
補
と
内
容
を
異
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
旧
皇
室
典
範
に
基
づ
く
既
存
の
あ
り
方
に
何
ら
か
の
変
更
を
加
え

る
こ
と
を
容
認
す
る
と
い
う
点
で
は
、
同
時
代
の
帝
室
制
度
調
査
局
の
動
き
に
先
行
す
る
事
例
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

一　
「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
に
見
る
佐
佐
木
高
行
の
動
向

こ
こ
で
は
、
佐
佐
木
高
行
の
日
記
を
手
掛
か
り
に
、
佐
佐
木
が
皇
室
典
範
改
正
案
を
提
出
す
る
ま
で
の
動
き
を
確
認
し
た
い
。

明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
一
二
月
三
日
、
宮
内
大
臣
官
舎
に
出
向
い
た
佐
佐
木
は
、
田
中
光
顕
宮
内
大
臣
と
会
談
し
、
佐
佐
木

が
養
育
主
任
を
務
め
る
昌
子
内
親
王
と
房
子
内
親
王
の
縁
組
の
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。
候
補
と
な
る
皇
族
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の

が
、
有
栖
川
宮
家
の
嗣
子
で
あ
る
栽
仁
王
、
北
白
川
宮
成
久
王
に
限
ら
れ
る
な
か
、
早
く
内
々
に
決
定
し
て
欲
し
い
と
い
う
佐
佐
木  

に
対
し
て
、
田
中
宮
相
は
「
御
尤
ニ
テ
大
ニ
心
配
」
し
て
い
る
が
、
天
皇
か
ら
は
「
何
ト
モ
御
沙
汰
」
が
な
く
困
却
し
て
い
る
と
答

え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
相
手
と
し
て
相
応
し
い
皇
族
が
い
る
以
上
、「
皇
族
ノ
御
方
御
縁
組
可
然
」
と
す
る
佐
佐
木
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
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五

る
。
旧
皇
室
典
範
で
は
「
御
継
統
ハ
御
男
統
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
内
親
王
と
男
性
皇
族
と
の
間
に
生
ま
れ
た
男
子
は
、「
御

男
統
」
で
は
天
皇
と
血
縁
的
な
距
離
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
御
女
統
」
で
は
近
接
す
る
た
め
、「
遠
キ
御
方
」
が
皇
位
を
継
承
す
る

よ
り
も
適
切
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
民
法
で
は
、
男
女
の
差
別
な
く
「
近
キ
ヲ
以
テ
相
続
ノ
順
序
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
御
人

情
」
と
も
合
致
す
る
も
の
だ
と
い
う
。
佐
佐
木
は
、
自
身
が
養
育
主
任
を
務
め
る
皇
女
と
男
性
皇
族
と
の
婚
姻
を
望
み
、
そ
の
利
点

と
し
て
、
生
ま
れ
て
く
る
男
子
が
天
皇
と
の
「
御
女
統
」
か
ら
見
た
血
縁
上
の
親
近
性
を
有
す
る
点
を
強
調
す
る
。

ち
な
み
に
、
女
性
皇
族
の
婚
姻
の
相
手
を
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
の
か
と
い
う
論
点
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
時
期
、「
皇
室
婚

嫁
内
則
」
が
構
想
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
二
年
八
月
に
設
置
さ
れ
た
帝
室
制
度
調
査
局
は
、
皇
太
子
の
婚
礼
に
あ
わ
せ
て
、
関
係
法

令
の
整
備
を
進
め
た
。
そ
し
て
、
明
治
三
三
年
四
月
に
は
、
皇
室
婚
嫁
令
が
定
め
ら
れ
、
皇
族
の
婚
姻
年
齢
（
第
二
一
条
）、
婚
姻
禁

止
の
範
囲
（
第
二
二
条
）
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
旧
皇
室
典
範
第
三
九
条
「
皇
族
ノ
婚
嫁
ハ
同
族
又
ハ
勅
旨
ニ
由
リ
特
ニ

認
許
セ
ラ
レ
タ
ル
華
族
ニ
限
ル
」
を
踏
ま
え
、
皇
室
婚
嫁
令
は
、
第
二
条
「
天
皇
皇
后
ヲ
立
ツ
ル
ハ
皇
族
又󠄂
ハ
特
ニ
定
ム
ル
華
族
ノ

女
子
満
十
五
年
以
上
ノ
者
ニ
限
ル
」
と
し
た
も
の
の
、「
特
ニ
定
ム
ル
華
族
」
を
具
体
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
皇
室
婚

嫁
内
則
」
が
帝
室
制
度
調
査
局
で
検
討
さ
れ
た
。
帝
室
制
度
調
査
局
総
裁
で
あ
っ
た
伊
藤
博
文
の
旧
蔵
文
書
（『
伊
藤
公
雑
纂
』）
に
含

ま
れ
る
内
則
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第�

一
条　

皇
室
典
範
第
三
十
九
条
及
皇
室
婚
嫁
令
第
二
条
ニ
依
リ
皇
室
ニ
於
テ
華
族
ト
婚
嫁
ヲ
為
ス
ハ
本
則
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
門

地
高
ク
血
統
正
シ
キ
家
ヲ
選
フ
ヘ
シ

第�

二
条　

皇
后
皇
太
子
妃
皇
太
孫
妃
ハ
左
ノ
家
ニ
選
フ

　
　

九
条
公
爵
家　

近
衛
公
爵
家　

一
条
公
爵
家　

二
条
公
爵
家　

鷹
司
公
爵
家

（
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六

　

以
上
ノ
家
ニ
於
テ
其
ノ
選
ニ
膺
ル
ヘ
キ
者
ナ
キ
ト
キ
ハ
左
ノ
家
ニ
選
フ

　
　

�
徳
川
公
爵
家　

三
条
公
爵
家　

岩
倉
公
爵
家　

島
津
公
爵
家　

毛
利
公
爵
家　

島
津
公
爵
家　

久
我
侯
爵
家　

西
園
寺
侯
爵
家

徳
大
寺
侯
爵
家　

花
山
院
侯
爵
家　

大
炊
御
門
侯
爵
家　

菊
亭
侯
爵
家　

広
幡
侯
爵
家　

醍
醐
侯
爵
家　

清
棲
伯
爵
家

第
三
条　

親
王
妃
ハ
伯
爵
以
上
ノ
家
ニ
選
フ

　

王
妃
ハ
子
爵
以
上
ノ
家
ニ
選
フ

第
四
条　

内
親
王
ノ
嫁
ス
ル
ハ
伯
爵
以
上
ノ
戸
主
又
ハ
其
ノ
家
督
相
続
人
ニ
限
ル

　

女
王
ノ
嫁
ス
ル
ハ
有
爵
者
又
ハ
其
ノ
家
督
相
続
人
ニ
限
ル

女
性
皇
族
の
婚
姻
相
手
に
関
し
て
は
、
第
四
条
の
よ
う
に
、
内
親
王
は
伯
爵
以
上
の
戸
主
ま
た
は
そ
の
家
督
相
続
人
、
女
王
は
有

爵
者
ま
た
は
そ
の
家
督
相
続
人
に
限
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
皇
室
婚
嫁
内
則
」
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
博
文
か
ら
修
正
意
見
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
伊
藤
は
明
治
三
三
年
九
月
に
帝
室
制
度
調
査
局
総
裁
を
辞
し
た
後
、
一
〇
月
に
は
首
相
と
な
っ
て
い
た
。
伊
藤
の
修

正
意
見
は
「
皇
室
緍
嫁
内
則
ニ
対
ス
ル
伊
藤
内
閣
総
理
大
臣
ノ
意
見
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
帝
室
制
度
調
査
局
総
裁
を
辞
し
た
後
の

も
の
と
推
測
で
き
る
。
伊
藤
の
意
見
を
踏
ま
え
た
場
合
に
は
、
次
の
通
り
に
修
正
し
、
全
五
条
の
構
成
と
な
る
。

第
二
条　

皇
后
皇
太
子
妃
皇
太
孫
妃
ハ
左
ノ
公
爵
ノ
家
ニ
選
フ

　
　

九
条
家　

近
衛
家　

一
条
家　

二
条
家　

鷹
司
家　

徳
川
家

第
三
条　

前
条
ノ
家
ニ
於
テ
其
ノ
選
ニ
膺
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
キ
ト
キ
ハ
時
ニ
臨
ミ
皇
族
会
議
ニ
諮
詢
シ
左
ノ
公
侯
爵
ノ
家
ニ
選
フ

　
　

三
条
家　

久
我
家　

西
園
寺
家　

徳
大
寺
家　

花
山
院
家　

大
炊
御
門
家　

菊
亭
家　

広
幡
家　

醍
醐
家

（
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七

　

以
上
ノ
家
ニ
於
テ
仍
ホ
其
ノ
人
ヲ
得
サ
ル
ト
キ
ハ
前
項
ノ
手
続
ニ
依
リ
左
ノ
家
ニ
選
フ
コ
ト
ヲ
得

　
　

岩
倉
公
爵
家　

島
津
公
爵
家　

毛
利
公
爵
家　

島
津
公
爵
家

第
四
条　

親
王
妃
ハ
第
二
条
第
三
条
ニ
列
挙
セ
ル
公
侯
爵
ノ
家
ニ
選
フ

　

王
妃
ハ
子
爵
以
上
ノ
家
ニ
選
フ

原
案
第
四
条
ヲ
第
五
条
ト
改
ム

伊
藤
の
意
見
で
は
、「
皇
后
皇
太
子
妃
皇
太
孫
妃
ヲ
選
フ
ヘ
キ
家
」
は
、
旧
五
摂
家
と
徳
川
公
爵
家
を
原
則
と
す
る
。
そ
し
て
、「
其

ノ
選
ニ
膺
ル
モ
ノ
ナ
キ
ト
キ
」
は
、
三
条
家
を
は
じ
め
と
し
た
旧
清
華
家
、
そ
し
て
岩
倉
公
爵
家
な
ど
の
公
爵
家
か
ら
、
臨
時
の
皇

族
会
議
に
よ
っ
て
選
定
す
る
と
し
て
い
る
。
清
棲
伯
爵
家
が
外
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ら
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、

女
性
皇
族
に
関
す
る
規
定
は
、
特
に
修
正
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

土
方
久
元
が
佐
佐
木
高
行
に
語
っ
た
所
で
は
、
天
皇
が
有
し
て
い
た
意
向
は
、
皇
太
子
妃
は
「
第
一　

皇
族
、
第
二　

元
五
摂
家
、

第
三　

元
清
華
、
第
四　

公
侯
」
の
家
か
ら
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
徳
川
公
爵
家
の
存
在
は
あ
る
も
の
の
、
旧
清
華
家
と
そ

の
他
の
家
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
点
で
は
、
伊
藤
の
意
見
の
方
が
原
案
よ
り
も
天
皇
の
希
望
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
明
治
三
三
年
一
二
月
、
帝
室
制
度
調
査
局
総
裁
心
得
の
土
方
か
ら
天
皇
に
上
奏
さ
れ
た
と
さ
れ
る
内
則
は
、
全
四
条
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
上
奏
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
最
終
的
に
伊
藤
の
意
見
を
踏
ま
え
た
修
正
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ 

ろ
う
。

そ
の
後
、
明
治
三
四
年
五
月
一
七
日
に
は
、
佐
佐
木
は
徳
大
寺
実
則
侍
従
長
と
次
の
よ
う
な
会
話
を
行
っ
て
い
る
。
佐
佐
木
に
よ
れ

ば
、
あ
る
新
聞
が
伝
え
た
風
聞
と
し
て
、「
桂
宮
ハ
御
直
宮
ノ
御
相
続
」
で
あ
る
た
め
、
内
親
王
が
桂
宮
を
相
続
す
る
と
い
っ
た
も
の
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八

が
あ
る
と
い
う
。
徳
大
寺
は
、
桂
宮
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
或
日
何
ト
ナ
ク
御
沙
汰
ニ
桂
宮
ハ
直
宮
ノ
相
続
致
候
義
ナ
レ
バ
内
親
王
ノ

御
中
ヲ
以
テ
御
相
続
ニ
相
成
養
子
ニ
テ
モ
致
シ
テ
ハ
如
何
ト
ノ
御
事
ヲ
唯
御
当
座
ニ
テ
拝
承
仕
候
」
と
答
え
て
い
る
。

桂
宮
家
は
、
光
格
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
盛
仁
親
王
、
仁
孝
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
節
仁
親
王
と
続
き
、
そ
の
後
、
仁
孝
天
皇
の
皇
女

で
あ
る
淑
子
内
親
王
が
継
承
し
た
。
そ
し
て
、
内
親
王
が
、
明
治
一
四
年
に
未
婚
の
ま
ま
、
薨
去
し
、
桂
宮
家
は
断
絶
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
な
お
、
明
治
天
皇
は
、
自
身
の
男
子
に
桂
宮
な
ど
の
四
親
王
家
を
継
が
せ
る
意
向
を
有
し
て
い
た
と
も
い
う
。

幕
末
に
桂
宮
家
を
継
い
だ
淑
子
内
親
王
が
未
婚
だ
っ
た
こ
と
は
、
皇
女
た
ち
の
婚
姻
に
強
い
関
心
を
有
す
る
佐
佐
木
を
不
安
に
さ

せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
佐
佐
木
は
、
民
法
で
は
「
一
般
臣
民
ハ
女
子
ニ
テ
モ
男
子
同
様
相
続
」
が
で
き
る
と
し
た
上
で
、
明
治
天

皇
の
皇
女
と
男
性
皇
族
と
の
間
に
生
ま
れ
た
男
子
、
す
な
わ
ち
「
御
男
統
ハ
遠
ク
テ
モ
御
女
統
ハ
近
ク
乍
恐
今
上
陛
下
ヨ
リ
ハ
御
外

孫
」
が
皇
位
を
継
承
す
る
こ
と
は
、「
他
ノ
皇
族
方
ノ
御
血
統
御
近
キ
（
今
日
ハ
近
キ
御
血
統
ハ
不
被
為
在
候
）
御
方
」
よ
り
も
、「
御

人
情
ニ
モ
近
」
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
制
度
御
取
調
ノ
場
合
ナ
レ
バ
」、
皇
室
典
範
を
改
正
し
た
方
が
よ
い
と
す
る
。
た
だ

し
、
佐
佐
木
自
身
は
「
内
親
王
ノ
御
用
」
も
務
め
て
い
る
た
め
、
徳
大
寺
か
ら
周
旋
が
あ
れ
ば
、
他
か
ら
の
疑
念
も
な
い
と
い
う
。

佐
佐
木
の
意
見
に
対
し
て
、
徳
大
寺
は
「
成
程
御
尤
」
と
応
じ
た
と
佐
佐
木
は
日
記
に
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
六
月
一
二
日
に
徳

大
寺
の
面
会
し
た
際 

に
も
、
佐
佐
木
は
「
内
親
王
方
皇
族
ト
御
結
婚
ニ
テ
御
誕
生
ノ
王
子
ハ
御
男
統
ハ
遠
ク
ト
モ
御
女
統
ハ
尤
モ
近

ク
候
ヘ
バ
御
大
統
御
嗣
ノ
御
順
序
ヲ
御
改
正
有
之
度
」
と
発
言
し
、
徳
大
寺
か
ら
「
御
同
感
」
と
の
反
応
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
天
皇
の
皇
女
た
ち
と
男
性
皇
族
と
の
婚
姻
が
持
つ
利
点
と
し
て
強
調
さ
れ
た
、
天
皇
と
「
御
女
統
」
で
の
血
縁
上
の
親
近
性

を
持
つ
「
御
外
孫
」
と
い
う
存
在
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
こ
で
、
皇
室
典
範
の
改
正
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
発
想

が
出
て
き
た
。
な
お
、
同
時
期
、
帝
室
制
度
調
査
局
の
活
動
に
つ
い
て
は
、「
将
来
の
事
業
と
し
て
は
皇
族
令
の
如
き
諸
種
の
方
面
よ

り
審
査
す
る
の
必
要
あ
り
民
法
上
及
民
事
訴
訟
上
等
に
関
す
る
各
般
の
規
定
を
も
為
さ
ゞ
る
可
ら
ず
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
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九

そ
の
後
、
佐
佐
木
の
皇
室
典
範
改
正
案
の
具
体
化
の
動
き
は
、
明
治
三
四
年
一
〇
月
に
進
展
を
見
せ
る
。
一
〇
月
九
日
、
佐
佐
木

は
、
岩
倉
具
定
（
侍
従
職
幹
事
）
に
も
意
見
を
述
べ
た
も
の
の
、
岩
倉
は
徳
大
寺
か
ら
特
に
話
を
聞
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

佐
佐
木
と
し
て
は
、
ま
ず
は
徳
大
寺
や
岩
倉
な
ど
が
内
々
に
彼
ら
の
意
見
と
し
て
天
皇
に
奏
上
し
、
天
皇
の
意
向
を
伺
っ
た
上
で
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
た
。
一
〇
月
一
六
日
、
岩
倉
か
ら
書
面
で
提
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
、「
能
々
評
議
可
致
」
と
示
唆
さ
れ
た

佐
佐
木
は
、
一
〇
月
一
八
日
、「〔
引
用
者
註
：
日
記
で
は
空
欄
〕
ヲ
呼
ビ
」、「
書
取
ヲ
極
密
ニ
取
調
」
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
一
〇
月

一
九
日
に
佐
佐
木
に
提
出
さ
れ
た
案
は
、
一
〇
月
二
一
日
、
佐
佐
木
の
子
息
で
あ
る
高
美
に
よ
っ
て
修
正
と
清
書
が
行
わ
れ
、
一
〇

月
二
二
日
、
佐
佐
木
は
高
美
に
よ
る
清
書
を
受
け
取
っ
た
。

佐
佐
木
は
、
一
〇
月
二
三
日
、
完
成
し
た
覚
書
を
岩
倉
に
提
出
し
た
。
岩
倉
に
よ
れ
ば
、
徳
大
寺
か
ら
土
方
に
内
話
し
た
所
、
土

方
は
「
皇
室
典
範
ノ
精
神
ニ
違
ヒ
候
間
、
六
ケ
敷
事
ナ
ラ
ン
」
と
答
え
た
と
い
う
。
佐
佐
木
は
「
成
程
精
神
ニ
違
フ
ハ
無
論
ナ
レ
バ

其
精
神
ヨ
リ
御
改
正
ヲ
望
ム
所
以
ナ
リ
」
と
し
て
、
提
出
し
た
覚
書
を
一
度
戻
し
て
「
更
ニ
其
精
神
ノ
ア
ル
処
ヲ
分
明
ニ
書
記
シ
候

ハ
ヾ
可
然
歟
」
と
再
考
す
る
こ
と
に
し
た
。
覚
書
の
返
付
に
つ
い
て
は
、
一
〇
月
三
〇
日
、
徳
大
寺
と
も
佐
佐
木
は
話
を
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
明
治
三
五
年
一
月
一
二
日
、
佐
佐
木
は
皇
室
典
範
改
正
案
に
関
す
る
覚
書
を
、
あ
ら
た
め
て
高
美
を
通
し
て
徳
大
寺
に

提
出
し
た 

。
二　

佐
佐
木
高
行
の
構
想

こ
こ
で
は
、
佐
佐
木
高
行
の
皇
室
典
範
改
正
案
に
つ
い
て
、
佐
佐
木
の
日
記
の
記
述
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
紹
介
す
る
。
な
お
、
佐

佐
木
が
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
一
月
に
提
出
し
た
と
い
う
皇
室
典
範
改
正
案
に
関
す
る
覚
書
は
、
佐
佐
木
の
日
記
の
記
述
に
加
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一
〇

え
て
、「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
と
称
さ
れ
る
文
書
群
に
含
ま
れ
て
お
り
、
臨
時
帝
室
編
修
局
に
よ
っ
て
謄
写
が
な
さ
れ
て
い
る

（「
内
大
臣
府
文
書
」
所
収
）。

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
は
、
侍
従
職
で
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
が
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
一
〇
月
、

内
大
臣
府
に
下
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
正
三
年
に
内
大
臣
府
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
か
ら
昭
和
五
年
に
か
け
て
、

明
治
天
皇
御
手
許
書
類
取
調
掛
が
整
理
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
は
、
内
大
臣
府
の
管
理
を
離
れ
、
侍

従
職
お
よ
び
図
書
寮
な
ど
の
共
同
で
管
理
す
る
こ
と
と
な
り
、
図
書
寮
へ
の
引
継
ぎ
は
、
昭
和
一
〇
年
三
月
に
完
了
し
た
。

「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
の
大
正
期
の
整
理
で
は
、「
天
号
」（「
御
内
廷
」
で
保
存
さ
れ
る
べ
き
だ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
）、「
地

号
」（
参
考
用
と
し
て
一
定
の
部
局
で
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
）、「
人
号
」（
焼
却
さ
れ
る
べ
き
も
の
）
の
三
種

類
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
期
の
整
理
で
は
、
第
一
種
（「
極
メ
テ
重
要
ナ
リ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
モ
ノ
」）、
第
二
種
（
明
治

天
皇
の
手
許
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
が
、「
次
順
位
ト
為
ス
ヘ
キ
御
書
類
」）、
第
三
種
（
侍
従
職
や
内
大
臣
府
の
文
書

と
認
め
ら
れ
る
書
類
お
よ
び
書
籍
な
ど
）
の
三
種
に
分
類
が
な
さ
れ
た
。

佐
佐
木
が
提
出
し
た
皇
室
典
範
改
正
案
に
関
す
る
覚
書
は
、大
正
期
の
目
録
で
は
「
天
号
」
の
「
中
ノ
二
」（「
文
書
（
皇
室
）」）、昭
和

期
の
目
録
で
は
「
第
一
種
」
の
「
第
一
門　

大
政　
一
」
に
含
ま
れ
る
。
昭
和
期
の
目
録
に
つ
い
て
は
、「
第
一
種
」
に
分
類
さ
れ
る
文
書

の
詳
細
目
録
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
佐
佐
木
の
覚
書
も
記
さ
れ
て
い
る
。
概
要
の
説
明
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

�

高
行
ガ
時
ノ
天
皇
ニ
皇
直
系
ノ
皇
子
孫
共
ニ
在
サ
ヾ
ラ
ム
時
ノ
コ
ト
ヲ
想
ヒ
奉
リ
皇
室
典
範
ノ
一
部
第
一
条
及
ビ
第
三
条
ヲ
改
正

シ
テ
皇
位
継
承
ノ
順
位
ノ
中
ニ
皇
族
ニ
婚
嫁
シ
タ
ル
女
系
ノ
男
子
即
チ
皇
外
孫
及
ビ
其
子
孫
ヲ
皇
男
子
皇
長
孫
皇
次
子
及
ビ
其
子

孫
ノ
次
位
ニ
置
カ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
フ
ノ
意
見
ニ
シ
テ
添
フ
ル
ニ
改
正
私
案
ヲ
以
テ
ス
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明治後期における佐佐木高行と皇位継承をめぐる構想

一
一

「
内
大
臣
府
文
書
」
所
収
の
覚
書
（「
佐
々
木
高
行
皇
室
典
範
一
部
改
正
私
案
」）
の
内
容
は
、
こ
の
目
録
の
情
報
と
合
致
す
る
。
覚

書
に
記
さ
れ
た
皇
室
典
範
改
正
案
の
具
体
的
な
条
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
条　

大
日
本
帝
国
ノ
皇
位
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ニ
シ
テ
男
系
ノ
男
子
又
ハ
皇
族
ニ
婚
嫁
シ
タ
ル
女
系
ノ
男
子
ヲ
以
テ
継
承
ス
。

第�

三
条　

皇
長
子
在
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
皇
長
孫
ニ
伝
フ
。
皇
長
子
及
ビ
其
子
孫
在
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
皇
次
子
及
ビ
其
子
孫
ニ
伝
フ
。
皇
次

子
及
ビ
其
子
孫
亦
在
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
皇
族
ニ
婚
嫁
シ
タ
ル
皇
外
孫
及
ビ
其
子
孫
ニ
伝
フ
。

な
お
、
佐
佐
木
の
日
記
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

第
一
条　

大
日
本
帝
国
ノ
皇
位
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ニ
シ
テ
男
系
ノ
男
子
又
ハ
皇
族
ニ
婚
嫁
シ
タ
ル
女
系
ノ
男
子
ヲ
以
テ
継
承
ス
。

第�

二
条　

皇
長
子
在
ラ
ザ
ル
時
ハ
皇
長
孫
ニ
伝
フ
。
皇
長
子
及
其
子
孫
ア
ラ
ザ
ル
時
ハ
皇
次
子
其
子
孫
ニ
伝
フ
。
其
子
孫
皆
ア
ラ
ザ

ル
時
ハ
皇
族
ニ
婚
嫁
シ
タ
ル
皇
外
孫
及
ビ
其
子
孫
ニ
伝
フ
。

第
三
条　

皇
長
子
在
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
（
原
書
重
複
ニ
付
削
除
ス
）

旧
皇
室
典
範
の
規
定
は
、
第
一
条
「
大
日
本
国
皇
位
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ニ
シ
テ
男
系
ノ
男
子
之
ヲ
継
承
ス
」、
第
二
条
「
皇
位
ハ
皇
長

子
ニ
伝
フ
」、
第
三
条
「
皇
長
子
在
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
皇
長
孫
ニ
伝
フ
皇
長
子
及
其
ノ
子
孫
皆
存
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
皇
次
子
及
其
ノ
子
孫
ニ

伝
フ
以
下
皆
之
ニ
例
ス
」
と
あ
る
た
め
、「
内
大
臣
府
文
書
」
に
所
収
さ
れ
た
も
の
の
方
が
、
改
正
案
と
し
て
は
、
よ
り
妥
当
と
考
え

ら
れ
る
。
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一
二

佐
佐
木
の
改
正
案
は
、
男
系
男
子
に
よ
る
継
承
を
維
持
し
た
上
で
、「
皇
族
ニ
婚
嫁
シ
タ
ル
女
系
ノ
男
子
」
を
皇
位
継
承
の
資
格
に

位
置
づ
け
る
（
改
正
案
第
一
条
）
も
の
で
あ
る
。
旧
皇
室
典
範
で
は
、
男
系
男
子
に
よ
る
継
承
が
規
定
さ
れ
、
皇
長
子
、
皇
長
孫
お

よ
び
そ
の
子
孫
、
皇
次
子
と
そ
の
子
孫
、
そ
の
他
の
皇
子
孫
が
途
絶
え
た
場
合
に
、
皇
兄
弟
と
そ
の
子
孫
、
さ
ら
に
皇
伯
叔
父
と
そ

の
子
孫
へ
と
継
承
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
留
意
す
べ
き
は
、
旧
皇
室
典
範
が
定
め
ら
れ
た
際
に
は
、
皇
兄
弟
や
皇
伯
叔
父
は
存
在
し
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
佐
佐
木
の
改
正
案
が
作
成
さ
れ
た
時
点
で
は
、
明
治
天
皇
の
皇
孫
は
裕
仁
親
王
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
改

正
案
で
は
、
そ
の
他
の
皇
子
孫
に
次
い
で
「
皇
族
ニ
婚
嫁
シ
タ
ル
皇
外
孫
及
ビ
其
子
孫
」
へ
の
継
承
を
行
う
（
改
正
案
第
三
条
）
と

す
る
。

佐
佐
木
の
意
見
に
つ
い
て
、
内
容
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
い
き
た
い
。
明
治
三
五
年
一
月
の
佐
佐

木
の
覚
書
に
よ
れ
ば
、
旧
皇
室
典
範
の
下
で
は
、「
遠
き
将
来
に
於
て
も
し
時
の
天
皇
に
皇
直
系
の
皇
子
孫
共
に
在
さ
ゞ
ら
む
」
場

合
、「
皇
女
即
内
親
王
の
御
系
統
」
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
皇
女
で
あ
る
内
親
王
が
皇
族
と
婚
姻
し
、
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
男

子
が
い
た
場
合
、「
正
し
く
皇
外
孫
な
れ
ば
皇
女
系
よ
り
は
僅
に
三
等
親
の
御
方
」
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
男
子
で
は
な

く
、「
爾
余
の
皇
族
」
が
皇
位
を
継
承
し
た
と
す
れ
ば
、
外
祖
父
に
あ
た
る
天
皇
、
母
で
あ
る
内
親
王
は
い
か
な
る
思
い
を
有
す
る
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、「
時
ノ
臣
民
」
も
、「
皇
血
縁
」
の
親
疎
を
重
視
し
て
「
皇
族
に
嫁
し
玉
へ
る
内
親
王
の
皇
外
孫
」
が
い
た
な
ら
ば
、

「
此
の
御
方
を
先
づ
現
人
神
と
も
天
神
と
も
仰
ぎ
奉
ら
む
」
の
で
は
な
い
か
と
佐
佐
木
は
指
摘
す
る
。「
私
情
に
打
勝
公
け
に
示
し
給

へ
る
法
を
ば
正
し
く
行
は
せ
給
は
む
は
い
と
難
有
き
大
御
心
」
で
は
あ
る
け
れ
ど
、「
情
に
合
し
義
に
適
ひ
て
ぞ
天
下
の
至
道
正
法
」

と
も
言
え
な
い
か
。

加
え
て
、
旧
皇
室
典
範
は
、
民
法
（
明
治
民
法
）
が
制
定
、
施
行
さ
れ
る
以
前
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
佐
佐
木
に
よ
れ
ば
、

民
法
で
は
、
家
督
相
続
権
に
つ
い
て
「
重
き
を
血
族
干
係
の
遠
近
」
に
置
き
、「
女
子
な
り
と
雖
も
法
定
の
推
定
相
続
人
は
他
家
に
入

（
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明治後期における佐佐木高行と皇位継承をめぐる構想

一
三

り
、
又
は
一
家
を
創
立
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、「
臣
庶
の
女
す
ら
其
権
利
」
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

明
治
三
四
年
一
〇
月
に
提
出
し
た
覚
書
は
、
民
法
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
規
定
を
挙
げ
て
い
る
。
佐
佐
木
は
「
大
権
ノ
発
動
ニ

依
テ
執
行
セ
ラ
レ
タ
ル
法
律
ハ
其
精
神
ニ
於
テ
皇
室
家
法
ノ
参
照
ト
ナ
シ
情
理
ノ
如
何
ヲ
攻
究
ス
ル
モ
ノ
亦
無
益
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
信

ズ
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
民
法
は
「
相
続
権
ニ
関
シ
尤
モ
重
キ
ヲ
血
族
干
係
」
に
置
く
も
の
だ
と
し
、
民
法
第
七
四
四
条
「
法
定

ノ
推
定
家
督
相
続
人
ハ
他
家
ニ
入
リ
又
ハ
一
家
ヲ
創
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但
本
家
相
続
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス
」
に
言

及
す
る
。
佐
佐
木
に
よ
れ
ば
、「
戸
主
ニ
男
子
ナ
ク
シ
テ
女
子
ア
ル
時
ハ
、
之
ヲ
他
ニ
婚
嫁
セ
シ
メ
テ
如
何
ナ
ル
近
親
ヨ
リ
ト
雖
ド
モ

他
ヨ
リ
養
子
ヲ
ナ
シ
之
ニ
家
督
相
続
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ
」
と
さ
れ
る
。
な
お
、「
法
定
ノ
推
定
家
督
相
続
人
」
は
「
其
家

ニ
在
ル
直
系
卑
属
」
で
あ
り
、
民
法
第
九
七
〇
条
の
規
定
に
よ
っ
て
「
相
続
権
ヲ
有
ス
ル
者
」
で
あ
る
。

民
法
第
九
七
〇
条
は
、「
被
相
続
人
ノ
家
族
タ
ル
直
系
卑
属
ハ
左
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
家
督
相
続
人
ト
為
ル
」
と
し
て
、
①
親
等
の
近
い

者
を
先
に
す
る
、
②
親
等
が
同
じ
者
の
間
で
は
男
を
先
に
す
る
、
③
同
親
等
の
場
合
、
男
相
互
ま
た
は
女
相
互
の
間
で
は
嫡
出
子
が

庶
子
に
優
先
す
る
、
④
親
等
が
同
じ
嫡
出
子
、
庶
子
、
私
生
子
で
は
、
嫡
出
子
と
庶
子
が
私
生
子
に
優
先
す
る
、
⑤
前
四
号
で
決
ま

ら
な
い
場
合
に
は
、
年
長
者
を
先
に
す
る
と
し
て
い
る
。
佐
佐
木
は
、
特
に
、
こ
の
規
定
の
第
一
号
と
第
四
号
に
注
目
す
る
。

さ
ら
に
、
民
法
第
九
八
二
条
は
、「
法
定
又
ハ
指
定
ノ
家
督
相
続
人
ナ
キ
場
合
ニ
於
テ
其
家
ニ
被
相
続
人
ノ
父
ア
ル
ト
キ
ハ
父
、
父

ア
ラ
サ
ル
ト
キ
又
ハ
父
カ
其
意
思
ヲ
表
示
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
母
、
父
母
共
ニ
ア
ラ
サ
ル
ト
キ
又
ハ
其
意
思
ヲ
表
示
ス
ル
コ

ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
親
族
会
ハ
左
ノ
順
序
ニ
従
ヒ
家
族
中
ヨ
リ
家
督
相
続
人
ヲ
選
定
ス
」
と
あ
り
、
そ
の
順
序
は
、
①
「
配
偶
者
但

家
女
ナ
ル
ト
キ
」、
②
兄
弟
、
③
姉
妹
、
④
「
第
一
号
ニ
該
当
セ
サ
ル
配
偶
者
」、
⑤
兄
弟
姉
妹
の
直
系
卑
属
と
さ
れ
て
い
た
。
奥
田
義

人
に
よ
れ
ば
、「
家
女
ニ
シ
テ
被
相
続
人
ノ
配
偶
者
タ
ル
者
」
と
は
、「
被
相
続
人
ノ
養
父
又
ハ
養
母
ノ
実
子
タ
ル
女
」
で
あ
り
、「
其

家
ニ
付
テ
ハ
血
統
者
ナ
ル
カ
故
ニ
推
定
又
ハ
指
定
ノ
家
督
相
続
人
タ
ル
者
ナ
キ
場
合
ニ
家
督
相
続
人
ヲ
先
ツ
之
ニ
選
フ
」
と
さ
れ
て

（
46
）（

47
）

（
48
）

（
49
）



一
四

い
る
。
佐
佐
木
は
、
こ
の
規
定
を
「
家
女
ノ
権
利
ヲ
尊
重
」
す
る
も
の
と
指
摘
す
る
。

こ
う
し
た
民
法
に
関
す
る
理
解
を
踏
ま
え
、
佐
佐
木
は
、「
絶
対
無
限
ニ
尊
貴
ナ
ル
皇
位
」
を
「
私
人
ノ
所
謂
家
督
ナ
ル
モ
ノ
」
と

同
一
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、「
理
ニ
於
テ
ハ
類
似
ノ
点
ナ
シ
ト
ナ
サ
ズ
」
と
述
べ
る
。
そ
こ
で
、
女
性
に
よ
る
皇
位
継
承

を
排
除
し
つ
つ
も
、「
血
族
干
係
ノ
上
ヨ
リ
シ
テ
女
系
」
を
皇
位
継
承
の
順
位
で
「
一
大
要
件
」
と
す
る
こ
と
は
「
理
ト
情
ト
ノ
上
ニ

至
当
ノ
コ
ト
」
だ
と
信
じ
る
と
い
う
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
明
治
三
〇
年
代
の
佐
佐
木
高
行
が
構
想
し
た
皇
室
典
範
改
正
案
に
つ
い
て
、
佐
佐
木
の
日
記
を
手
掛
か
り
に
紹
介
を

行
っ
た
。
無
論
な
が
ら
、
本
稿
の
内
容
は
、
佐
佐
木
の
日
記
の
記
述
に
依
拠
す
る
所
が
多
く
、
そ
こ
に
大
き
な
課
題
を
有
し
て
い
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
佐
佐
木
の
提
出
後
の
動
き
な
ど
明
ら
か
で
な
い
こ
と
も
、
多
々
残
さ
れ
て
い
る
。

佐
佐
木
は
、
明
治
天
皇
の
皇
女
で
あ
る
内
親
王
た
ち
の
婚
姻
問
題
へ
の
関
心
を
背
景
に
、
本
稿
で
見
た
よ
う
な
皇
室
典
範
改
正
案

を
構
想
し
た
。
佐
佐
木
の
構
想
は
、
皇
女
た
ち
の
婚
姻
の
相
手
と
し
て
、
華
族
で
は
な
く
、
皇
族
が
相
応
し
い
と
い
う
こ
と
を
補
強

す
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
佐
佐
木
の
皇
室
典
範
改
正
案
は
、
男
系
男
子
に
よ
る
皇
位
継
承
と
い
う
旧
皇
室
典
範
の
皇
位
継
承
の

あ
り
方
を
前
提
に
、
皇
女
で
あ
る
内
親
王
と
男
性
皇
族
と
の
間
に
生
ま
れ
た
男
子
の
系
統
（「
皇
族
ニ
婚
嫁
シ
タ
ル
皇
外
孫
及
其
子

孫
」）
に
つ
い
て
、
皇
位
継
承
の
順
位
を
変
更
し
て
、
よ
り
上
位
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
天
皇
（
特
に
明
治
天
皇
）

と
の
男
系
の
み
な
ら
ず
、
女
系
を
も
含
め
た
血
縁
の
親
疎
を
重
視
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
た
だ
し
、
女
系
と
い
う
表
現
は
あ
る
も
の

（
50
）



明治後期における佐佐木高行と皇位継承をめぐる構想

一
五

の
、
皇
族
同
士
の
婚
姻
を
想
定
し
て
お
り
、
男
系
男
子
に
よ
る
皇
位
継
承
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
点
に
は
、
注
意
を

要
す
る
。
ま
た
、
旧
皇
室
典
範
が
定
め
ら
れ
た
後
に
制
定
さ
れ
た
民
法
を
援
用
す
る
佐
佐
木
の
議
論
は
、
法
制
度
の
変
遷
を
前
提
に
、

人
々
の
「
情
」
や
「
人
情
」
と
い
っ
た
観
点
も
動
員
す
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
特
徴
を
有
す
る
佐
佐
木
の
皇
室
典
範
改
正
案
は
、
男
性
皇
族
が
誰
と
婚
姻
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、
誕
生
す
る
男
子
の
皇

位
継
承
順
位
に
変
動
を
生
む
も
の
で
あ
っ
た
。
皇
位
継
承
に
お
い
て
天
皇
の
意
向
を
制
約
し
よ
う
と
し
て
い
た
旧
皇
室
典
範
に
対
し

て
、
佐
佐
木
の
構
想
は
、
皇
女
の
婚
姻
相
手
と
な
る
男
性
皇
族
の
選
定
と
い
う
経
路
を
通
じ
て
、
皇
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
皇
室
の
家

長
で
あ
る
天
皇
の
意
向
が
反
映
さ
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
佐
佐
木
の
構
想
が
、
あ
く
ま
で
明
治
天

皇
と
そ
の
皇
女
た
ち
を
想
定
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
点
に
も
留
意
し
た
い
。
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
構
想
は
、
そ
の
時
々

の
皇
室
の
置
か
れ
た
状
況
か
ら
ど
の
程
度
、
自
由
で
あ
り
得
る
の
か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、JSPS

科
研
費19 K13338

、24 K16161
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
内
容
の
一
部
は
、
二
〇
二
一
年
度
九
州
史
学

会
大
会
日
本
史
部
会
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
二
日
）
に
て
「
明
治
四
〇
年
皇
室
典
範
増
補
前
史
―
佐
佐
木
高
行
の
皇
室
典
範
改
正
論
を
中
心
と
し

て
―
」
と
し
て
報
告
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

註�

引
用
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
常
用
漢
字
に
あ
ら
た
め
、
仮
名
遣
い
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
適
宜
、
句
読
点
と
改
行
を
施
し
た
。
ま
た
、
闕
字
、

平
出
な
ど
は
省
略
し
た
。
法
令
な
ど
は
、『
官
報
』、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
御
署
名
原
本
（
明
治
）」
を
参
照
し
た
。
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵

「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
に
つ
い
て
は
、「
目
録
名
称
」（
識
別
番
号
）
の
み
を
記
載
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
、
二
〇
二
六
年
一
月
二
九
日
時

点
の
も
の
で
あ
る
。



一
六

（
1
）		

安
在
邦
夫
・
望
月
雅
士
編
『
佐
佐
木
高
行
日
記
』
北
泉
社
、
二
〇
〇
三
年
。
以
後
、
同
書
は
『
佐
佐
木
高
行
日
記
』
と
表
記
す
る
。
日
記
の
名
称
「
か

ざ
し
の
桜
」
に
つ
い
て
は
、
同
書
七
頁
を
参
照
。『
明
治
聖
上
と
臣
高
行
』
に
よ
れ
ば
、
佐
佐
木
の
遺
稿
の
一
つ
で
あ
る
「
か
ざ
し
の
桜
（
自
筆
本
）」

（
一
〇
冊
）
は
「
宮
中
及
御
教
育
上
の
事
を
記
せ
し
秘
録
（
門
外
不
出
）」
で
あ
る
（
津
田
茂
麿
『
明
治
聖
上
と
臣
高
行
』
自
笑
会
、
一
九
二
八
年
、
一

〇
三
二
頁
）。
な
お
、
佐
佐
木
に
つ
い
て
は
『
明
治
聖
上
と
臣
高
行
』
に
加
え
、
笠
原
英
彦
『
天
皇
親
政
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
五
年
、「
佐
佐
木
高

行
略
歴
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
保
古
飛
呂
比　

佐
佐
木
高
行
日
記
』
一
二
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
な
ど
を
参
照
。

（
2
）		

『
佐
佐
木
高
行
日
記
』、
四
頁
。

（
3
）		

西
川
誠
『
天
皇
の
歴
史
』
七
、
講
談
社
、
二
〇
一
八
年
（
二
〇
一
一
年
初
出
）、
二
九
九
～
三
〇
〇
頁
。
な
お
、
西
川
は
「
内
親
王
と
結
婚
し
た
皇
族

の
継
承
順
を
上
げ
る
典
範
改
正
案
」（
同
書
、
二
九
九
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
論
じ
る
明
治
三
五
年
一
月
の
佐
佐
木
の
皇
室
典
範
改
正
案
は
、
男

性
皇
族
と
天
皇
の
皇
女
で
あ
る
内
親
王
と
の
間
に
生
ま
れ
た
男
子
の
皇
位
継
承
順
位
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
4
）		

ま
た
、
旧
皇
室
典
範
で
は
、
皇
子
か
ら
皇
玄
孫
ま
で
の
男
を
親
王
、
女
を
内
親
王
と
し
、
す
で
に
親
王
宣
下
を
受
け
て
い
た
皇
族
を
除
き
、
五
世
以

下
は
王
・
女
王
と
す
る
（
旧
皇
室
典
範
第
三
一
条
、
第
五
七
条
）。

（
5
）		

臨
時
帝
室
編
修
局
の
文
書
群
に
つ
い
て
は
、
堀
口
修
「「
明
治
天
皇
紀
」
編
修
史
料
の
一
斑
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
五
七
、
二
〇
二
〇

年
が
詳
し
い
。

（
6
）		

齋
藤
伸
郎
「
佐
佐
木
高
行
日
記
群
の
全
貌
」『
日
本
歴
史
』
七
九
九
、
二
〇
一
四
年
。
あ
わ
せ
て
、
齋
藤
伸
郎
編
「「
佐
々
木
高
行
日
記
抜
書
」」『
国

士
舘
史
学
』
二
七
、
二
〇
二
三
年
も
参
照
（
同
日
記
は
、
齋
藤
の
分
類
で
は
、「
⑳
宮
内
抜
書
本
」
に
該
当
す
る
）。

（
7
）		

「
佐
々
木
高
行
日
記
明
治
26－

38
年
＼
１
＼
大
正
」（35115

）
か
ら
「
佐
々
木
高
行
日
記
明
治
26－

38
年
＼
14
＼
大
正
」（35128

）。
な
お
、
齋
藤
も

指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
記
に
は
「
佐
侯
誠
忠
録
」
と
あ
る
（
齋
藤
、
前
掲
「
佐
佐
木
高
行
日
記
群
の
全
貌
」
四
五
頁
）。
臨
時
帝
室
編
修
局
は
、
大
正
六

年
に
津
田
茂
麿
か
ら
「
佐
侯
誠
忠
録
」
七
冊
を
借
用
し
て
い
る
（「
第
五
四
号　

津
田
茂
麿
ヨ
リ
図
書
借
用
ノ
件
」（「
明
治
天
皇
紀
編
修
録
大
正
６
年
」

（11261

）
所
収
））。

（
8
）		

「
佐
々
木
高
行
日
記
抄
慶
応3 .1 .4 -

明
治38 .1 .12/37/

大
正
」（36891
）
か
ら
「
佐
々
木
高
行
日
記
抄
慶
応3 .1 .4－

明
治38 .1 .12/50/

大
正
」（36904

）。

（
9
）		

そ
の
他
に
、「
⑲
宮
内
重
複
本
」（「
佐
々
木
高
行
日
記
明
治
27
、
28
年
＼
大
正
写
」（35114

））、「
⑳
宮
内
抜
書
本
」（「
佐
々
木
高
行
日
記
抜
書
明
治

24－

30
年
＼
大
正
元
年
」（35113

））
が
あ
る
。

（
10
）		

小
田
部
雄
次
『
皇
族
に
嫁
い
だ
女
性
た
ち
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
五
二
～
六
三
頁
、
伊
藤
之
雄
『
最
も
期
待
さ
れ
た
皇
族
東
久
邇
宮
』
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一
七

千
倉
書
房
、
二
〇
二
一
年
、
四
五
～
四
八
頁
な
ど
。

（
11
）		

前
掲
、「
佐
佐
木
高
行
略
歴
」『
保
古
飛
呂
比　

佐
佐
木
高
行
日
記
』
一
二
、
二
七
九
～
二
八
〇
頁
。

（
12
）		
浅
見
雅
男
『
大
正
天
皇
婚
約
解
消
事
件
』K

A
D

O
K

AW
A

、
二
〇
一
八
年
（
二
〇
一
〇
年
初
出
）。
不
妊
の
可
能
性
が
危
惧
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

森
暢
平
『
天
皇
家
の
恋
愛
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
二
年
、
四
四
～
四
七
頁
を
参
照
。

（
13
）		

森
、
前
掲
、
四
八
頁
。

（
14
）		

浅
見
、
前
掲
、
一
二
三
～
一
二
四
頁
。

（
15
）		

西
川
、
前
掲
、
三
〇
〇
～
三
一
〇
頁
な
ど
。
帝
室
制
度
調
査
局
の
活
動
と
皇
室
典
範
増
補
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
国
分
航
士
「
明
治
後

期
に
お
け
る
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
制
度
構
想
」
笠
原
英
彦
・
小
川
原
正
道
編
著
『
天
皇
と
皇
室
の
近
現
代
史
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
五
年

を
参
照
。

（
16
）		

以
後
、
断
り
が
な
け
れ
ば
、
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
の
佐
佐
木
高
行
の
日
記
（「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
と
呼
称
す
る
）
か
ら
引
用
し
た
。
ま
た
、『
佐
佐

木
高
行
日
記
』
も
適
宜
参
照
し
た
。 

 

各
日
記
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
明
治
三
二
年
一
月
～
六
月
は
「
佐
々
木
高
行
日
記
明
治
26－

38
年
＼
８
＼
大
正
」（35122

）、「
佐
々

木
高
行
日
記
抄
慶
応3 .1 .4－

明
治38 .1 .12/44/
大
正
」（36898

）、
明
治
三
二
年
七
月
～
一
二
月
は
「
佐
々
木
高
行
日
記
明
治
26－

38
年
＼
９
＼
大
正
」

（35123

）、「
佐
々
木
高
行
日
記
抄
慶
応3 .1 .4－
明
治38 .1 .12/45/

大
正
」（36899

）、
明
治
三
三
年
は
「
佐
々
木
高
行
日
記
明
治
26－

38
年
＼
10
＼
大
正
」

（35124

）、「
佐
々
木
高
行
日
記
抄
慶
応3 .1 .4－

明
治38 .1 .12/46/

大
正
」（36900

）、
明
治
三
四
年
一
月
～
六
月
は
「
佐
々
木
高
行
日
記
明
治
26－

38
年

＼
11
＼
大
正
」（35125

）、「
佐
々
木
高
行
日
記
抄
慶
応3 .1 .4－
明
治38 .1 .12/47/

大
正
」（36901

）、
明
治
三
四
年
七
月
～
一
二
月
は
「
佐
々
木
高
行
日

記
明
治
26－

38
年
＼
12
＼
大
正
」（35126

）、「
佐
々
木
高
行
日
記
抄
慶
応3 .1 .4－

明
治38 .1 .12/48/

大
正
」（36902

）、
明
治
三
五
年
は
「
佐
々
木
高
行

日
記
明
治
26－

38
年
＼
13
＼
大
正
」（35127

）、「
佐
々
木
高
行
日
記
抄
慶
応3 .1 .4－

明
治38 .1 .12/49/

大
正
」（36903

）、
明
治
三
六
年
～
明
治
三
八
年

は
「
佐
々
木
高
行
日
記
明
治
26－

38
年
＼
14
＼
大
正
」（35128

）、「
佐
々
木
高
行
日
記
抄
慶
応3 .1 .4－

明
治38 .1 .12/50/

大
正
」（36904

）
で
あ
る
。

（
17
）		

以
後
の
佐
佐
木
と
田
中
の
会
談
の
内
容
は
、「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
明
治
三
三
年
一
二
月
三
日
条
。

（
18
）		

関
連
す
る
記
述
と
し
て
、「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
明
治
三
二
年
三
月
二
日
条
な
ど
も
参
照
。

（
19
）		

佐
佐
木
は
、
同
様
の
懸
念
を
岩
倉
具
定
に
対
し
て
も
表
明
し
て
い
る
（「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
明
治
三
三
年
一
二
月
五
日
条
）。

（
20
）		

森
、
前
掲
、
四
〇
～
四
四
頁
。
森
に
よ
れ
ば
、
こ
の
内
則
は
実
際
に
は
制
定
さ
れ
な
か
っ
た
。



一
八

（
21
）		

「
皇
室
婚
嫁
内
則
」
伊
藤
博
文
文
書
研
究
会
監
修
『
伊
藤
博
文
文
書
Ⅱ　

伊
藤
公
雑
纂
』
七
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
五
年
、
四
一
九
～
四
二
四
頁
。

（
22
）		

「
皇
室
婚
嫁
内
則
ニ
対
ス
ル
伊
藤
内
閣
総
理
大
臣
ノ
意
見
」（「
皇
室
誕
育
令
關
係
」（91919

）
所
収
）。

（
23
）		
「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
明
治
三
二
年
四
月
八
日
条
。

（
24
）		
「
帝
室
制
度
調
査
局
総
裁
心
得
土
方
久
元
皇
室
婚
嫁
令
内
則
案
奉
呈
ニ
関
ス
ル
上
奏
書
」（「
内
大
臣
府
文
書
明
治
33
年
＼
２
＼
昭
和
４
～
７
年
」

（36138
）
所
収
）、「
帝
室
制
度
調
査
局
総
裁
心
得
土
方
久
元
皇
室
婚
嫁
内
則
案
捧
呈
ニ
関
ス
ル
上
奏
書
」、「
皇
室
婚
嫁
内
則
」（「
明
治
天
皇
内
廷
御
書

類
目
録　

第
１
種
詳
細
目
録
９/

昭
和
５
年
」（37219

）
所
収
）。

（
25
）		

「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
明
治
三
四
年
五
月
一
七
日
条
。
佐
佐
木
は
、
内
親
王
が
「
伊
勢
斎
宮
」
と
な
る
と
い
う
風
聞
に
も
言
及
し
て
い
る
。

（
26
）		

所
功
『
皇
室
典
範
と
女
性
宮
家
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
四
四
～
四
六
頁
、
山
田
敏
之
「
旧
皇
室
典
範
に
お
け
る
男
系
男
子
に
よ
る
皇
位
継
承

制
と
永
世
皇
族
制
の
確
立
」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
八
〇
八
、
二
〇
一
八
年
、
一
三
頁
な
ど
を
参
照
。

（
27
）		

河
村
浩
「
宮
家
相
続
問
題
と
岩
倉
具
視
」『
史
料
』
六
二
、
一
九
八
三
年
、
森
、
前
掲
、
一
二
～
一
三
頁
。
ま
た
、
後
年
で
の
「
故
桂
宮
ノ
御
称
号
」

に
言
及
し
た
「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
に
お
け
る
記
述
と
し
て
、「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
明
治
三
六
年
三
月
二
日
条
を
参
照
。

（
28
）		

「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
明
治
三
四
年
六
月
一
二
日
条
。

（
29
）		

「
帝
室
制
度
調
査
の
進
行
」『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
一
年
四
月
一
五
日
、
六
面
。

（
30
）		

以
後
、
明
治
三
四
年
一
〇
月
の
佐
佐
木
の
動
き
は
、「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
各
同
日
条
。

（
31
）		

「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
明
治
三
五
年
一
月
一
二
日
条
。

（
32
）		

「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
と
「
内
大
臣
府
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
辻
岡
健
志
「
内
大
臣
・
内
大
臣
府
の
文
書
管
理
」
国
立
公
文
書
館
『
ア
ー
カ
イ
ブ

研
修
Ⅲ
修
了
研
究
論
文
集　

平
成
二
五
年
度
』
二
〇
一
四
年
、
白
石
烈
「
明
治
・
大
正
両
時
代
の
「
御
手
許
写
真
」
と
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
宮
内

庁
書
陵
部
・
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
明
治
天
皇　

邦
を
知
り
国
を
治
め
る
』
菊
葉
文
化
協
会
、
二
〇
一
五
年
、
堀
口
修
「「
明
治
天
皇
御
手
許
書

類
」
の
基
礎
的
研
究
」『
大
倉
山
論
集
』
六
一
、
二
〇
一
五
年
、
荒
船
俊
太
郎
「
深
谷
博
治
旧
蔵
文
書
の
研
究
」『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
二
、
二

〇
〇
六
年
、
真
辺
将
之
「
内
大
臣
府
文
書
（
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
）
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」『
近
代
史
料
研
究
』
九
、
二
〇
〇
九
年
な
ど
を
参
照
。

（
33
）		

整
理
の
時
系
列
に
つ
い
て
は
、
特
に
辻
岡
、
前
掲
、
白
石
、
前
掲
を
参
照
。

（
34
）		

「
内
大
臣
府
保
管　

明
治
天
皇
内
廷
御
書
類
目
録
１
＼
大
正
写
」（37242

）。
分
類
の
詳
細
は
、
堀
口
、
前
掲
「「
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
」
の
基
礎
的

研
究
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
堀
口
は
、「
人
号
」
は
焼
却
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
何
ら
の
処
分
も
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と



明治後期における佐佐木高行と皇位継承をめぐる構想

一
九

推
測
し
て
い
る
（
二
七
八
頁
）。

（
35
）		
「
明
治
天
皇
内
廷
御
書
類
目
録
第
１
種
件
名
目
録
＼
昭
和
５
年
」（37208

）。

（
36
）		
「
皇
室
典
範
一
部
改
正
ニ
関
ス
ル
佐
々
木
伯
爵
意
見
」（「
内
大
臣
府
保
管　

明
治
天
皇
内
廷
御
書
類
目
録　

一
」（32092

）
所
収
）。

（
37
）		
「
皇
室
典
範
一
部
改
正
ニ
関
ス
ル
佐
々
木
高
行
意
見
書
」（「
明
治
天
皇
内
廷
御
書
類
目
録
第
１
種
件
名
目
録
＼
昭
和
５
年
」（37208

）
所
収
）。

（
38
）		

「
皇
室
典
範
一
部
改
正
ニ
関
ス
ル
佐
佐
木
高
行
意
見
書
」（「
明
治
天
皇
内
廷
御
書
類
目
録　

第
１
種
詳
細
目
録
１
＼
昭
和
５
年
」（37211

）
所
収
）。

封
筒
（「
袋
」）
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
表
書
は
「
徳
大
寺
侍
従
長
（
高
行
筆
）」、
裏
書
は
「
佐
佐
木
高
行
（
同
上
）」
と
あ
る
。

（
39
）		

「
佐
々
木
高
行
皇
室
典
範
一
部
改
正
私
案
」（「
内
大
臣
府
文
書
明
治
40
年
＼
９
＼
昭
和
４
～
７
年
」（36145

）
所
収
）。

（
40
）		

「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
明
治
三
五
年
一
月
一
二
日
条
。
な
お
、『
佐
佐
木
高
行
日
記
』
で
は
、
第
三
条
に
抹
消
線
が
引
か
れ
て
い
な
い
（
四
七
一
頁
。

原
本
で
あ
る
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
所
蔵
「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
も
同
様
で
あ
る
）。

（
41
）		

そ
の
他
の
旧
皇
室
典
範
の
関
係
す
る
条
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

第
四
条　

皇
子
孫
ノ
皇
位
ヲ
継
承
ス
ル
ハ
嫡
出
ヲ
先
ニ
ス
皇
庶
子
孫
ノ
皇
位
ヲ
継
承
ス
ル
ハ
皇
嫡
子
孫
皆
存
ラ
サ
ル
ト
キ
ニ
限
ル 

 

第
五
条　

皇
子
孫
皆
在
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
皇
兄
弟
及
其
ノ
子
孫
ニ
伝
フ 

 

第
六
条　

皇
兄
弟
及
其
ノ
子
孫
皆
存
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
皇
伯
叔
父
及
其
ノ
子
孫
ニ
伝
フ 

 

第
七
条　

皇
伯
叔
父
及
其
ノ
子
孫
皆
在
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
以
上
ニ
於
テ
最
近
親
ノ
皇
族
ニ
伝
フ 

 

第
八
条　

皇
兄
弟
以
上
ハ
同
等
内
ニ
於
テ
嫡
ヲ
先
ニ
シ
庶
ヲ
後
ニ
シ
長
ヲ
先
ニ
シ
幼
ヲ
後
ニ
ス

（
42
）		

小
田
部
雄
次
『
近
現
代
の
皇
室
と
皇
族
』
敬
文
舎
、
二
〇
一
三
年
、
八
二
～
八
三
頁
。
明
治
二
二
年
一
二
月
時
点
の
皇
位
継
承
順
位
の
第
一
位
は
皇

太
子
、
第
二
位
は
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
で
あ
り
、
伏
見
宮
系
で
は
、
伏
見
宮
貞
愛
親
王
の
第
五
位
が
最
高
位
で
あ
る
（
森
暢
平
『
近
代
皇
室
の
社
会
史
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
、
五
六
～
五
七
頁
）。

（
43
）		

本
稿
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
内
容
の
一
例
と
し
て
、
佐
佐
木
は
、
過
去
の
女
性
天
皇
の
事
例
、
特
に
古
代
の
皇
位
継
承
に
も
言
及
し
て
お
り
、「
古
来

女
系
ト
雖
ド
モ
皇
位
継
紹
ノ
上
ニ
尊
重
セ
ラ
レ
シ
モ
ノ
」
と
も
捉
え
て
い
る
（「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
明
治
三
四
年
一
〇
月
二
三
日
条
）。

（
44
）		

「
佐
々
木
高
行
皇
室
典
範
一
部
改
正
私
案
」（「
内
大
臣
府
文
書
明
治
40
年
＼
９
＼
昭
和
４
～
７
年
」（36145

）
所
収
）。
あ
わ
せ
て
「
佐
佐
木
高
行
日

記
」
明
治
三
五
年
一
月
一
二
日
条
も
参
照
。

（
45
）		

明
治
三
四
年
一
〇
月
の
覚
書
に
お
い
て
も
、
佐
佐
木
は
「
皇
女
系
ヲ
以
テ
皇
位
継
承
ノ
順
序
ニ
於
テ
一
大
要
件
」
と
し
て
加
え
な
け
れ
ば
、「
尊
貴
ナ



二
〇

ル
皇
外
孫
」
が
い
て
も
、「
皇
室
典
範
ニ
於
テ
明
記
ス
ル
所
ナ
キ
」
が
た
め
に
、「
一
家
ニ
尤
モ
血
縁
近
キ
者
ア
ル
ニ
モ
拘
ラ
ズ
、
他
同
族
中
ヨ
リ
（
併

モ
尤
モ
遠
キ
）
養
嗣
子
ヲ
ナ
ス
ガ
如
シ
」
事
態
と
な
り
、「
頗
ル
人
情
ヲ
没
却
シ
タ
ル
ノ
嫌
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
前
者
と
後
者
で
は
、「
臣

民
欽
仰
ノ
程
度
」
に
お
い
て
も
同
一
視
で
き
な
い
と
指
摘
す
る
（「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
明
治
三
四
年
一
〇
月
二
三
日
条
）。

（
46
）		
「
佐
佐
木
高
行
日
記
」
明
治
三
四
年
一
〇
月
二
三
日
条
。

（
47
）		

梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
』
巻
之
四
、
和
仏
法
律
学
校
、
一
八
九
九
年
、
三
九
～
四
一
頁
。

（
48
）		

梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
』
巻
之
五
、
和
仏
法
律
学
校
、
一
九
〇
〇
年
、
二
六
～
三
四
頁
。

（
49
）		

梅
、
同
右
、
六
六
～
六
九
頁
。

（
50
）		

奥
田
義
人
講
述
『
相
続
法　

完
』
中
央
大
学
、
一
四
八
～
一
四
九
頁
。


